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あ課 題  

次の資料は，日本における人口減少に関するものです。これを読んで，後の問いに答えなさい。 

 

資料 

大都市への若者流入が人口減少に拍車をかけた 

地方から大都市圏への「人口移動」は，累積すると約 1147万人（1954～2009年）もの膨大な数に

のぼる。この「人口移動」の特徴は，移動したのが一貫して「若年層」中心であったことである。将

来子どもを産む若年層を「人口再生産力」と考えるならば，地方は単に人口を減少させたにとどまら

ず，「人口再生産力」そのものを大都市圏に大幅に流出させることとなったのである。その結果，地方

は，加速度的に人口減少が進む事態となった。これが，地方から人口減少が始まり，しかも地方の人

口減少スピードが非常に速い要因である。 

一方，大都市圏は「若者流入」で人口増となったが，流入した若年層にとって大都市圏は，結婚し

子どもを産み育てる環境としては必ずしも望ましいものではなかった。地方から大都市圏に流入した

若年層の出生率は低くとどまっている。これは，全国的な初婚年齢の上昇などに表れているように，

結婚しづらい環境があるだけではなく，地方出身者にとっては親が地方にいるため家族の支援が得に

くく，またマンションやアパートに住む若者にとっては隣近所のつきあいも希薄であるといったこと

が理由と考えられている。 

大都市圏での出生率低下は，日本に限らず多くの国で報告されている共通の現象であるが，とりわ

け日本では，大都市への「若者流入」が大規模に進んだため，日本全体の人口減少に拍車をかける結

果となったのである（図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（増田寛也編著『地方消滅』2014年，中央公論新社，pp.21～22より） 

 

図 日本の人口減少の流れ 

人口移動 
（若年層中心，これまで３期） 

地 方 三大都市圏（特に東京圏） 

晩婚化，晩産化，少子化 

人口減少 

（人口流出＋低出生率） （超低出生率） 

 

【省略】 
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問１ 地方は，大都市圏よりも人口減少がより早く進んでいる。資料を参考にして，その理由を説明

しなさい。 

 

問２ 資料によれば，地方の人口減少を食い止めるためには，出産・子育て支援といった少子化対策

だけでは不十分だとも言えます。 

あなたの住む市町村あるいは鹿児島県の人口減少対策としてどのようなことを行うべきか（出

産・子育て支援以外に），その理由も含め，あなたの考えを述べなさい。 
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